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懐
徳
堂
遺
物
寄
進
の
記

吾
が
家
の
澱
品
に
て
大
阪
府
宜
岡
書
館
に
寄
託
し
て
あ
る
悦
徳
堂
遺
害
遺
物
'
t
J

稲
ふ
る
物
に
は
自
か
ら
二
種
類
が
あ

一
は
組
懐
徳
苫
院
の
屏
隙
門
聯
扁
額
等
、
純
ら
書
堂
に
附
閲
し
て
、
虹
政
再
建
以
後
に
於
け
る
書
堂
の
装
飾
ご
な

つ
て
ゐ
た
者
の

111
で
、
今
に
残
存
し
て
ゐ
る
者
に
て
、
骰
に
懐
徳
堂
甲
種
逍
物
ご
稲
し
、

遺
書
類
、
専
ら
中
井
氏
一
家
の
逍
品
に
脳
す
る
者
ー
l
|
履
軒
柚
園
に
凪
す
る
水
哉
館
の
遺
物
は
別
で
あ
る
ー
'
|
に
て
、

懐
徳
堂
乙
種
逍
物
マ
J

稲
し
て
ゐ
る
。
供
硲
時
代
に
は
此
の
や
う
な
悩
別
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
予
は
便
宜
上
此
の

甲
種
遺
物
に
は
掛
幅
屏
脈
党
聯
等
敷
多
く
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
多
く
は
明
治
己
巳
廣
校
の
際
に
失
は
れ
て
、
今
の

遺
物
は
僅
に
其
の
一
部
が
歿
存
し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
此
等
は
廣
校
の
後
、
乙
種
遺
物
ご
共
に
大
阪
府
加

島
村
の
親
戚
小
笠
原
氏
の
庫

111
に
預
け
て
あ
っ
た
の
を
、
先
子
の
没
後
、
家
を
東
京
に
移
し
て
後
は
、
久
し
く
上
野
の

帝
室
博
物
館
に

JE存
し
て
あ
っ
た
の
だ
が
、
明
治
四
十
四
年
十
月
、
恢
稔
常
ー
心
念
會
の
主
催
に
て
、
大
阪
博
物
場
美
術

館
に
於
て
、
恢
徳
堂
展
覺
會
r

ぜ
開
設
せ
ら
れ
た
際
、
乙
種
逍
品
及
水
哉
館
逍
物
ざ
共
に
出
隙
し
、
閉
會
後
大
阪
府
立
闘

や
う
に
別
稲
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

る。

I l l 

一
は
梵
奄
竹
山
蕉
園
碩
果
の

井

木

菟

麻

呂

懐

穂

堂

遺

物

寄

進

の

記

六
八



一

、

學

一

、

懐

一

、

懐

一

、

懐

一

、

學

一

、

懐

懐
穏
党
遣
物
寄
進
の
記

▲

記

録

類

恢
徳
堂
記
録
十
二
冊
並
に
書
類
十
二
通

問

所

建

立

記

録

徳

堂

定

約

附

記

徳

堂

内

事

記

徳

堂

外

事

記

校

公

務

記

録

徳

堂

義

金

簿

就
て
は
今
そ
の
逍
物
目
録
セ
列
記
し
て
、
そ
の
解
説
を
試
み
や
う
マ
JIJI
心ふ。

重
雉
恢
徳
党
の
建
設
せ
ら
れ
て
後
、
余
は
そ
の
北
礎
の
安
定
す
る
を
待
ち
、
或
る
適
賞
の
時
期
に
於
て
、
甲
秤
遺
物

丈
を
新
講
党
に
寄
進
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
の
で
、
松
山
拇
士
故
授
の
時
代
に
、
そ
の
旨
を
同
数
授
に
話
し
て
お
い
た

の
で
あ
る
。

或
動
椴
に
因
つ
て
、
今
之
を
宜
行
す
る
時
期
が
到
来
し
た
の
で
、
余
は
今
薮
十
月
の
例
祭
を
期
し
て
、
甲
種
逍
物
四

十
七
貼
を
悛
徳
堂
記
念
會
に
寄
進
し
て
、
永
久
の
保
灌
唸
を
託
詰
す
る
つ
も

b
で
あ
る
。

北
口
館
に
寄
託
し
て
、
今

H
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

六
九 ， 會 ．．．．

衝

肌冊Jリj・ 冊Jll}冊

金
具
付
小
猿
笥
に
蔵
む



一
、
學

問

所

建

立

文

書

上

五
井
株
九
郎
一
二
も
オ
ニ
郎
中
村
東
庵
道
明
吉
衛
門
備
前
届
占
兵
衛
宛
、
巾
井
忠
威

一

、

學

所

建

巾
井
忠
蔵
宛
、
大
島
ト
11

心

問

霞
鰈
党
遺
物
寄
進
の
記

一

、

御

同

志

中

相

談

覺

一
、
三
宅
幸
蔵
幾
宅
―
―
付
御
同
志
中
懸
合
覺

一

、

逸

史

献

上

記

録

一

、

義

金

助

成

金

簿

一

、

助

成

金

書

類

一

、

竹

山

先

生

遺

状

附

恢

徳

書

院

掲

示

懐
徳
堂
文
書
六
巷

立

文

書

下

圃
、
三
宅
石
庵
同
、
三
輪
諮
歳

題
裔
執
術
先
生
北
應
ハ
字
巾
＇
井
竹
山
筆
跡

ャ
'
左
外 ”r 牙9

金
具
附
小
硲
平
笥
に
蔵
む

巻 谷

ー四八一
七
C
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懐
鑢
堂
遺
物
寄
進
の
記

寛
政
九
年
丁
巳
八
月
中
井
恙
太
印
、

口
上
壽
四
通
、
竹
山

奉
伺
候

□
上
覺
、
六
月
廿
四

H
巾
井
善
太
、

七

四
H
堺
校
預
り
巾
井
袴
太
、

日
上
害
ヤ
以
奉
個
候
二
條
、

安
永
凹
年
六
月
巾
井
苦
太
、
及
別
紙
六
月
巾
井
袴
太
、

llf
奉
行
折
利
入

登
慶
位
紐
竹
山

奉
伺
候

n上
覺
、

丑
十
一
月
廿

預
り
巾
井
袴
太
団
本
願
候
日
上
唸
午
五
月
日
學
間
所
預
り
巾
井
燕
太
印
呼
戸
虹
鑓
巧
石
疇
譴
｀

日
上
古
セ
以
巾

K
餃
．
午
四
月

H
學
間
所
預
り
中
井
苦
太
印
口
上
古
を
以
申
上
候
、
五
月
八
日
學
間
所

一
、
學

校

公

務

書

類

ヶ

フ

丘

谷

-． 

^
4
 

同
志
中
被
差
出
條

n
k
北
蒻
‘
麟

午
四
月
、
定
八
條
未
九
月
賢
峠

男
部
屋
火
用
心
竹
lll

逍
状
下
害
四
條
竹
111

助
力
銀
控
二
枚
竹
山

書
生
謝
依
並
に
勝
手
向
立
方
十
一
條
：
賓
肝
寅
七
月
廿
五

H
巾
井
蒋
太
定
一
一
一
條
寅
八
月
、
定
六
條
丙

一
、
大

阪

學

校

害

類

第

四

怨

一
、
學

學
校
類
燒
後
濫
井
半
七
和
以
て
大
阪
城
代
に
伺
ひ
た
る

n
t背
控
門
揺
吉
村
又
一
郎
七
尾
誠
見
水
野

浦
右
衛
門
大
沖
多
丹
治
宛
、
中
井
袴
太
雲
誼
日
上
末
申
上
候
覺
、
水
野
理
兵
衛
宛
、
巾
井
袴
太
寛
政

色
紙
竹

七
年
七
月
六
日
學
校
再
建
間
屈
害
、
巾
井
袴
太
宛
、
西
奉
行
松
平
石
見
守

W
手
書

校

再

建

文

書

第

怨



一
、
白

一
、
懐

一
、
學

あ
る
ビ
並
河
寒
泉
翁
の
話
に
聞
い
て
ゐ
る
。

巾
井
股
軒
筆
迩
の
拓
本
、
首
―
―
―
―
一
行
剥
落
す
し
こ
れ
は
服
軒
が
柳
公
櫂
セ
學
ん
で
居
ら
れ
た
時
の
書
で

鹿

洞

掲

不

額

I
井
竹
山
撰
並
翡
、
請
欧
面
側
東
奇
の
柑
上
に
揖
け
ら
れ
た
省
の
マ
ク
リ

面

徳

堂

記

額

面

▲

扁

額

門

聯

類

問

所

来

歴

怨

懐
穂
堂
遺
物
寄
進
の
記

入

璽
益
稜
江
御
入
諮
苦
記
、
四
謬

御
案
内
方
惣
代
、
中
井
七
郎
宛
、
古
屋
源
之
肺
大
須
賀
鎌
次
郎
安

東
保
兵
衛
古
田
富
之
収
、
五
月
晦

H
巾
井
修
治
宛
虹
麟
虹
記
戸
竺
云

月
晦

H
中
井
修
治
宛
門
饂
い
戸
聾
塁

郎
返
事
、
内
山
彦
次
郎
、
正
月
廿

H
I
'
井
修
治
宛

右
は
懐
徳
登
展
鼈
會
出
棟
の
総
、
化
悶
雌
111'
に
保
什
せ
ら
れ
た
る
品
類
を
収
集
分
類
し
て
六
巻
に
装
成
し
た
の
で
あ
る
。

西
本
行
久
須
美
佐
渡
守
御
入
通
知
背
、
巾
井
修
治

一
、
術

手

御

寺
祉
方
御
役
人
宛
、
六
月
朔
日
中
井
修
治
、
加
藤
源
七
藤
野
四

請

書

第

..L. 

/‘ 

大
須
賀
鎌
次
郎
吉
田
冨
之
亜
、
五

巻

七



張
子

程
叔
子

程
伯
子

道
災
千
載
把
辿
↓
豆
罪
不

11先
覺
坑
開
我
人
翡
不
盛
言
脳
小
盛
意
風
月
無
邊
庭
草
交
翠

揚
体
山
立
玉
色
金
将
元
氣
之
會
揮
然
天
成
瑞
日
詳
雲
和
風
廿
雨
龍
低
正
中
廠
施
斯
偵

規
趾
矩
方
縄
直
準
正
允
癸
村
子
展
他
大
成
布
吊
之
文
寂
粟
之
味
知
低
者
希
琥
識
其
貴

盆
悦
孫
臭
晩
逃
佛
老
勇
徹
阜
比
一
菱
至
道
精
屈
力
践
紗
契
疾
書
訂
頑
之
訓
示
我
阪
居

憶
徳
営
遺
物
寄
進
の
記

周
子

一
、
懐
徳
堂
講
堂
梢
上
小
障
宋
六
君
子
岡

堂
が
再
建
せ
ら
れ
た
時
、
永
久
借
用
の
抑
大
約
を
以
て
講
堂
に
掛
け
ら
れ
て
あ
る
0

此
の
刻
額
は
寛
政
再

建
後
、
請
堂
の
北
側
の
巾
央
に
掛
け
ら
れ
て
あ
っ
た
が
、
或
肋
そ
の
重
最
の
為
に
落
ち
た
事
が
あ
っ
た

の
で
、
将
来
の
危
瞼
セ
廊
り
て
、
拓
本
に
取
り
換
へ
ら
れ
た
の
だ
こ
聞
い
て
ゐ
る
。
後
に
は
之
を
打
揖

し
て
希
望
者
に
頒
つ
こ
ゞ
J

>

な
り
余
も
幼
時
試
み
た
事
が
あ
っ
た
。

周
子
程
伯
子
程
叔
子
は
蔀
賑
月
筆
、
脹

f
司
馬

f
部
子
は
中
井
餡
皿
江
筆
、
朱
文
公
賛
僻
は
頼
春
水
占
3

其
刻
板
は
廣
校
後
山
片
半
右
衛
門
氏
の
打
に
蹄
し
て
、

七

頼
惟
完

□
口

梢
惟
完
口
口

頼
惟
完

□口

頼
惟
完

□
ロ

愛

H
小
學
校
の
蔵
品
マ
J

な
っ
た
が
、

今
の
慎
稔



一

、

恢

徳

堂

辟

土

署

本
闊
六
帆
は
透
彫
の
枠
に
入
れ
て
術
上
に
か
け
ら
れ
て
あ
っ
た
。
粛
趣
幽
紗
疎
淡
に
し
て
古
色
掬
す
べ

き
の
み
な
ら
す
、
細
芥
の
消
麗
高
絡
な
る
、
興
に
最
仰
す
べ
き
者
が
あ
る
。
久
し
く
襄
打
し
た
ま
>
で

あ
っ
た
の
を
、
懐
徳
堂
展
開
會
の
節
、
之
を
懸
額
に
作
っ
た
の
で
あ
る
。
害
堂
閉
鎖
の
際
、
表
具
師
が

た
ち
物
庖
丁
を
以
て
透
彫
の
枠
か
ら
切
り
離
し
て
ゐ
る
の
を
見
て
、
堂
心
悲
惨
に
勝
へ
な
か
っ
た
俯
呪

を
今
も
目
前
に
見
る
の
で
あ
る
。

心
兄
政

JL
年
歳
在
丁
已
間
七
月
望
後
五

H

~9 l C 
11 竹
川
先
生

吹
徳
党
潰
物
寄
進
の
記

懐
佑
古
院
祭
酒

ロ
ロ

．
 

會

．
 面
竹

111
手

迩

司
馬
子

篤
學
力
行
消
脩
苦
節
有
徳
有
言
布
功
有
烈
深
衣
大
梢
張
棋
除
歳
遺
像
凍
然
可
粛
蒲
夫

部
子
天
挺
人
古
家
奨
邁
益
冊
駕
風
鞭
総
脈
覧
無
際
手
探
月
窟
足
躁
天
根
間
巾
今
古
酔
裡
乾
坤

後
學
哉
証
両
頼
帷
完
非
芯
偽

七
四

頼
惟
完
口

D



恢
徳
咲
遺
物
寄
進
の
氾

七
五

一
休
H
i
tへ
外
間
暇
之
節
に
和
漢
之
軍
書
並
近
代
の
記
録
物
等
心
懸
讀
可
巾
巾

一
講
談
賂
間
五
節
句
之
義
被
務
候
力
は
於
女
閾
帳
面
に
記
し
被
閥
限
主
助
講
預
り
へ
銘
々
被
仰
通
に
は

但
し
釘
識
別
懇
之
方
讀
北
手
跡
等
稽
古
の
力
は
可
偽
格
別
似
惣
じ
て
謝
儀
は
義
調
ひ
情
逹
し
出
席
致

し
よ
き
事
賃
に
て
以
後
は
貧
限
之
力
は
紙
一
折
筆

;lt等
を
以
て
義
式
ご
せ
ら
れ
候
も
不
苦
候

一
讀
芥
手
跡
は
稽
古
の
総
逐
は
れ
候
り
は
學
屯
に
て
も
頂
り
に
て
も
被
相
頼
似
ガ
而
己
謝
俄
可
被
差
出
事

一
常
瓶
持
病
等
之

f
細
も
無
之
分
郭
該
宵
寝
堅
可
為
無
用
事

一
本
業
出
精
之
暇
に
は
手
跡
算
術
詩
作
澤
文
等
銘
々
之
分
相
應
に
心
懸
て
間
斯
打
之
間
布
事

一
訊
孟
談
雅
談
之
外
無
盆
之
維
談
相
憤
場
虞
柄
不
相
應
之
俗
談
堅
く
可
為
停
止
事

一
害
生
之
而
々
几
に
巾
合
せ
行
儀

IE
敷
相
守
h
骰
初
に
も
宜
斯
恨
臥
等
致
間
布
屯

、上．了

A 以
寅

入

月
J: 

但
し
故
悴
の
節
は
誰
に
て
も
可
致
椛
諭
候
得
共
別
段
に
湖
依
等
之
心
逍
一
切

llf
偽
無
用
候

不
及
飲
謝
儀
も
右
之
趣
に

ilI
有
之
れ

定



一

、

曲

肱

謝

額

の

マ

ク

リ

堂
に
鯰
め
て
、

設
み
邸
か
せ
ら
れ
る
の
が
き
ま
り
で
あ
っ
た
。

宏
水
六
年
丁
附
正
月

學

校

行

司
以
上

占

A
 

安
永
七
年
成
ノ
六
月

以

上

一
人
々
に
切
坑
を
受
却
而
立
腹
杯
致
似
は
＼
傍
人
よ
b
"
+
々
共
段
可
由
出
事

憤
條
党
逍
物
寄
巡
の
記

一
林
象
棋
謡
な
ゞ
;
い
戦
の
交
り
並
に
卑
菓
退
屈
之
氣
セ
帷
し
似
腐
に
兼
而
差
免
し
有
之
候
へ
ぐ
」
も
休
H

一
銘
々
行
屈
不
申
事
は
詞
輩
の
内
よ
り
互
に
心
を
沿
切
瑳
可

if之
事

ニ
ニ
八
夜
請
二
七
朝
議
定
式
晶
筵
之
ふ
仙
近
来
批
雑
に
相
成
似
己
求
は
先
規
之
通
り
別
段
に
請
堂
へ
御

納
可
被
成
候
尤
御
出
崩
之
間
を
彼
及
候
耳
に
て
候
新
来
之
御
0
晋
く
御
承
知
之
た
め
如
斯
候

以
上
定
の
内
多
分
安
永
七
年
の
で
あ
っ
た
ご
息
ふ
か
、
根
校
預
り
人
桐
園
が
毎
休

H
の
朝
寄
宿
生
を
講

曲
肱
樹
は
己
村
園
東
南
隅
の
亭
樹
に
て
、
常
に
物
見
こ
い
う
て
ゐ
た
Q

家
族
oJ
者
が
よ
り
か

>
b
て、

の
外
は
れ
の
内
右
様
之
雑
総
に
懸
り
似
低
可
為
無
用
事

七
六



懐
穂
堂
遺
物
寄
進
の
記

一
、
入

徳

立
貢
以
治
人
門

聯

に
か
け
ら
れ
て
あ
る
、
大
方
そ
れ
か
ら
高
し
た
の
で
あ
ら
う
。

一

、

己

有

園

頷

州

本

簾
越
し
に
門
前
通
行
の
行
列
等
を
観
る
所
で
あ
る
0

此
の
額
は
こ
ヽ
に
か
ヽ
つ
て
ゐ
た
物
で
あ
ら
う
マ
J

此
の
亭
栂
は
あ
ら
木
に
て
造
り
た
る
極
め
て
粗
維
な
物
で
あ
っ
た
が
、
竹
IIJ
履
軒
が
胚
年
の
頃
手
細
工

に
て
造
ら
れ
た
物
だ
ご
も
聞
い
て
ゐ
る
、
或
は
さ
う
か
も
知
れ
な
い
。

七
七

快
徳
党
己
有
園
の
東
北
隅
に
は
自
然
木
版
に
三
宅
爪
庵
沖
己
布
OJ
．
一
字
を
刻
し
た
る
額
が
掛
つ
て
ゐ
た

が
、
是
は
雙
鈎
に
'
t
J

り
た
る
捐
本
で
あ
る
。
其
自
箪
は
中
河
内
郡
久
賓
寺
村
の
視
戚
栢
垣
環
二
氏
の
家

力
學
以
修
己

是
は
竹
聯
に
て
、
竹
山
の
書
で
あ
る
。
そ
の
削
上
に
同
じ
く
竹
川
の
筆
迩
に
て
入
徳
之
門
マ
J

題
し
た
る

刻
額
が
あ
っ
た
が
、
今
は
散
逸
し
て
、
所
在
を
知
ら
な
い
。
北
口
党
閉
鎖
の
際
、
此
の
額
が
昔
の
五
合
の

一
な
る
桃
合
の
額
マ
J

共
に
女
閣
の
式
蟄
に
拇
b
出
さ
れ
て
あ
っ
た
の
を
覺
わ
て
ゐ
る
。
*
方
[
買
り
彿
は

れ
た
の
で
あ
ら
う
。
そ
れ
に
し
て
は
竹
聯
の
残
っ
た
の
は
不
息
議
で
あ
る
"U

明
治
元
年
の
春
、
車
駕
親

恩
ふ
が
、
余
が
幼
時
に
は
な
か
っ
た
。



此
は
竹
山
が
本
書
セ
徳
川
府
軍
家
か
ら
拝
借
し
て
、
裟
工
前
川
虚
舟
に
秘
剥
さ
せ
た
名
で
あ
る
。
狗
書

讀
地
巽
北
＂

立
修
齊
志

朴
忠
茅
心

行

仁

義

事

晦

翁

□
口

一
、
朱
文
公
大
書
四
訓
墨
本

四

幅

會
出
隙
の
総
、
復
掛
幅
に
什
立
直
し
た
の
で
あ
る
。

金
装
だ
け
を
什
し
、
外
部
の
よ
装
を
切
り
離
し
て
、
保
什
の
便
セ
誅
っ
た
Oj
で
あ
る
が
、
恢
低
堂
展
唸

頷
を
造
り
て
、

女
濶
に
掛
け
る
巾
マ
J

な
り
、

本
古
は
掛
輻
に
仕
立
て
ら
れ
て
あ
っ
た
の
を
、
余
が
そ
の

の
原
本
で
あ
る
。
最
初
此
の
領
は
講
党
に
か
け
ら
れ
て
あ
っ
た
さ
う
で
あ
る
が
、

い
つ
の
頃
よ
り
か
刻

石
庵
先
生
の
筆
迩
に
し
て
、
今
の
快
徳
堂
の
開
党
式
の
糊
、
他
の
遺
物
中
か
ら
分
け
て
奇
進
し
た
刻
額

▲

屏

障

掛

輻

類

一

、

恢

徳

堂

輻

つ
て
ゐ
な
い
Q

そ
の
中
の
一
は
石
切
級
箭
岬
祉
の
木
柏
一
雄
氏
が
所
厳
し
て
居
ら
れ
る
し

此
の
外
懐
徳
党
に
は
、

竹
川
箪
述
の
階
聯
堂
聯
北
漏
聯
り
諸
聯
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
今
は
一
も
家
に
歿

淡
儲
堂
逍
物
寄
進
の
氾

征
の
糊
、
山
階
宮
晃
親
王
殿
下
が
突
然
恢
捻
堂
に
臨
よ
せ
ら
れ
た
時
に
、
女
闊
よ
り
せ
す
し
て
、
直
に

庭
園
か
ら
請
堂
に
上
ら
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
折
に
通
行
成
さ
れ
た
OJ
は
、
此
の
入
徳
門
で
あ
る
。

七
入



恢
徳
炊
逍
駒
寄
進
の
記

一
、
並
河
寒
泉
教
授
が
出
恢
徳
堂
歌

七
九

の
二
幅
は
失
は
れ
た
。

此
は
節
歳
懐
徳
常
の
新
年
揖
輻
R

、J
な
っ
て
ゐ
た
一
二
輻
の
一
で
あ
る
。
左
右
に
掛
け
ら
れ
た
服
軒
蕉
刷

誰
分
函
疇

I
小
が
得
佳
名
歳
々
氷
紺
底
間
花
應
夏
IE

竹
山
居
士

□
D

一

、

竹

山

呪

幅

壽

丑

早

詩

輻

ら
れ
た
の
で
、
寸
法
が
箱
'
y
J

揃
は
な
く
な
っ
て
ゐ
る
し

院
の
東
房
に
は
、
大
衝
立
に
脹
ら
れ
て
、
書
院
の
表
識
こ
な
っ
て
ゐ
た
0

こ
の
幅
は
そ
の
衝
立
の
で
は
な

い
け
れ
ぐ
J

も
、
磨
校
以
前
に
す
つ
て
あ
っ
た
の
を
掛
幅
に
仕
立
て
た
り
で
あ
る
Q

出
紬
雲
非
付
窺
忘
機
鳥
亦
知
蹄
葵
話
城
中
れ
は
安
典
枯
同
是
荷
衣

函
題
は
中
井
碩
果
の
手
仕
兄
此
の
外
に
竹
川
履
軒
の
代
表
的
雙
輻
が
あ
っ
て
、
碩
果
が
恢
稔
堂
蔵
の

閲
題
セ
歿
し
て
お
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
今
は
他
人
の
打
に
蹄
し
て
ゐ
る
。

冽
蛙
先
生
の
は
一
且
破
損
し
て
、
多
年
間
他
家
に
借
典
し
て
、
箱
り
み
家
に
あ
っ
た
う
ち
に
改
装
せ

小
艇
水
雲
洞
日
弧
琴
秋
月
山
陰
祁
曲
向
来
誰
知
林
泉
亦
有
知
昔

一

、

冽

抱

先

生

雙

輻

冽
庵



一
、
懐

一
、
懐

徳
に
な
っ
て
ゐ
た
。
今
は
歿
つ
て
ゐ
な
い
。

諭

堂

岡

屏

風

雙

て
お
い
た
物
で
あ
る
C

懐
穂
党
遺
物
寄
進
の
記

壼

幅

雙

こ
れ
は
懐
徳
党
退
轄
の
時
、
寒
泉
翁
が
常
構
干
今
百
冊
年
の
詩
さ
共
に
門
扇
に
張

b
つ
け
て
出
ら
れ

た
歌
で
あ
る
0

本
紙
は
す
ぐ
に
人
に

111ぎ
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
後
年
余
が
別
に
認
め
て
も
ら
っ

徳

堂

講

堂

障

子

文

晟

筆

蹄

馬

放

牛

岡

此
の
岡
は
最
初
請
党
マ
J

西
央
ご
の
取
り
合
の
襖
隙
子
で
あ
っ
た
の
を
、
い
つ
の
頃
に
か
剥
さ
れ
て
、
保

存
し
て
あ
っ
た
の
を
懐
捻
堂
展
覧
會
の
際
に
二
大
幅
に
仕
立
て
た
の
で
あ
る
。

窪
政
再
廷
の
頃
、
谷
文
姐
が
悛
徳
堂
に
宿
泊
し
て
ゐ
た
事
が
あ
っ
て
、
そ
の
際
此
ご
鵜
巣
岡
マ
J

セ
揮
嘔

し
た
も
の
マ
J

見
ね
る
°
所
謂
心
兒
政
文
蜆
に
て
、
敷
十
年
間
の
古
色
を
幣
び
て
、
立
明
秀
潤
の
箪
力
を
具

へ
て
ゐ
る
。
間
巣
闘
は
腰
高
の
障
子
に
載
か
れ
て
あ
っ
た
の
で
、
漫
悲
し
て
、
色
彩
を
辮
せ
ざ
る
や
う

西
村
碩
園
博
士
が
悔
外
旅
行
よ
り
蹄
ら
れ
た
際
、
網
嶼
の
鮒
字
に
て
歓
迎
會
が
あ
っ
て
、
余
も
招
請
に

百
餘
b
四
十
四
さ
せ
の
文
の
宿
け
ふ
を
限
b
ご
見
か
へ
り
て
い
つ

華

の

入
〇

翁



第

五

版

第

四

版

頂
つ
だ
が
、
同

U
加
島
村
小
笠
原
氏
に
頂
け
て
あ
っ
だ
懐
徳
常
の
刻
領
や
、
破
れ
た
る
竹
行
乍
を
取
り

来
り
て
、
鮒
宇
の
席

t
に
開
展
し
た
の
で
あ
っ
た
か
、
そ
の
行
李
の
中
に
は
、
余
も
始
め
て
見
だ
ろ
快

徳
党
の
綺
岡
類
や
諸
種
の
記
録
類
な
ざ
が
あ
っ
た
が
、
懐
徳
党
展
寛
會
の
際
、
そ
れ
ら
の
檎
岡
類
や
家

に
保
存
し
て
あ
っ
た
書
類
よ
り
懐
徳
党
の
構
閻
に
闊
す
る
者
を
牧
耕
し
て
、
大
屏
風
壼
雙
を
造
っ
た
の

が
是
で
あ
る
。

第

一

版

一
、
大
阪
尼
崎
町
一

T
H
學
校
類
燒
前
之
闊
（
露
）
二
、
學
校
岡
而
（
甲
贔
匹
茫
虹
畔
紐
嗜
手
正
）
間
四
尺
五
寸

、
右
、
甲
の
部
一
部
模
様
替
禽
園
芭

左
、
乙
の
部
一
部
模
様
替
（
竹
山
窃
）

一
、
學
校
闘
面
（
乙
）
嘩
請
ニ

第
一
1

一
版

八

一
、
竹
山
手
簡
二
、
上
の
績
明
和
一
1

一
年
二
月

t-H川
井
立
牧
宛
、
巾
井
蒋
太
、
一
二
、
右
上
．
丙
上
方

の
一
飩
下
、
乙
右
手
下
方
の
一
部
左
、
丙
中
央
の
一
部
四
、
丙
下
方
の
一
部
（
瑾
誌
）

一
、
蒋
太
宛
表
所
苫
簡
、
二
、
大
阪
學
校
之
闊
（
丙
）
―
二
、
今
橋
筋
一
丁
目
、
東
西
十
一
間
四
尺
五
寸
、

南
北
二
十
間
、
天
明
二
年
壬
寅
冬
十
一
月
二
十
一
―

-
H
、
桑
名
克
一
書
子
瑯
静
令
、

懐
穂
堂
遺
物
寄
進
の
記

第

二

版



一
、
悛
讐
党
結
構
新
化
員
（
闘
）
二
、
限
繋
繁
籍
岡
、
繹
げ
三
、
右
、
翌
允
、
左
上
｀
．
上
闘
の
後
、

叫
右
、
庚
似
竺
一
階
．
左
、
直
虹
Ill
弓

1

、
ヽ
岡
面
用
所
不

朋（蕉園）

一

第

-1・ 

版

快
穏
消
ぷ
逗
物
寄
進
の
記

一
、
善
太
宛
、
西
寺
祉
方
役
人
壼
簡

一
、
虹
政
五
年
癸
北
八
月
序
校
佑
地
面
再
建
絹
闘
（
題
を

究
政
五
年
篠
府
に
約
出
し
た
ろ
1

1

画
（
己
）
枚
の
一
咽
廟
を
除
く
、
（
竹
翡
2
)

一
、
學
杖
再
建
許
可
、

上
梁
文
バ
宍
績
（
蕉
園
）

二
、
右
、
丙
圃
左
方
取
替
、
（
吟
）
左
、

西
奉
行
所
巾
渡
害

四
、
大
工
杭
害
包
紙 二
、
崩
苫
．
立
政
六
年
寅
―
一
月
（
竹
川
）
三
、
右
、
快
徳
堂

五
、
右
、
板
園
取
彿
願
文
、
左
、
板
固
願
文
（
竹
也

第

九

版

一
、
屈
害
、
立
政
六
年
、
前
稿
の
浄
宴

二
、
上
の
績
（
竹
山
）

三
、
屈
書
り
蔀
富
（
竹
山
）

四
、
上
の
紺

第

八

版

i-、F1
1上
部
の
校
様
が
ヘ

二
、
學
校
闘

窮

七

版

一
、
學
校
闘
面

(
T
)
鉛
噂
砧
恥
賃
こ
ヽ

紅
政
五
年
枇
府
に
辟
出
し

t
,＂ぷぷウ

根
校
闘
面
（
戊
）
因
門
睾
廟
を
設
く
、
（
竹

lllg

窮

六

版

丙
闘
左
方
の
下
部
及
下
方
収
換
（
呼
）

四
、
屈
背
の
草
稿
、
斑
政
六
年
學
校
闘
匝
に
沿
へ
て
（
竹
山
）

入

翡

誓

丑

）

・

三

、



炊
徳
堂
逍
物
寄
並
の
氾

一

、

恢

徳

堂

石
亜
先
生
題
字
竹
山
先
生
撰
並
害

帖

入

記

桐

箱

入

今
其
刻
板
は
存
し
て
居
ら
心
＇
、

巾
庸
定
本
の
拓
本
は
竹
山
苦
履
軒
題
字
蕉
園
版
に
て
、
寛
政
十
二
年
に
刻
成
せ
ら
れ
た
行
が
あ
る
が
、

竹
山
先
生
撰
並
tFi

一
、
中

崩

錯

簡

説

石
奄
允
生
考
定
春
棲
先
生
害

籍

器

物

類

一

、

製

徳

堂

考

定

中

肘

定

本

＾
典
校
再
建
闘
、
同
入
月
十
H
餅
始
r

竹
lll)

一
、
再
建
限
校
間
数
牲
類
記
録
（
竹
山

第
ト
ニ
版

第
十
一
版

巻 倦~

二
、
限
校
闘
面
（
庚
）
心
見
政
七
年
乙
卯
七
月
六
官
面
を
受
け
候
訊
r

一
、
大
阪
府
序
五
令
之
銘
（
碩
四
二
、
花
真
知
事
小
え
右
醤

左
、
同
四
、
學
校
闘
画
を
（
鰐
雪



本

大

日

本

史

ん
だ
か
ら
、
懐
磁
堂
祭
典
の

13
が
郎
座
に
定
っ
た
の
で
あ
る
。

箱
人
六
十
冊
内
一
二
冊
闊

筆
芥
不
詳
J

是
も
加
島
村
小
笠
原
氏
に
預
け
お
き
た
る
竹
行
李
の
巾
か
ら
見
出
し
た
者
で
あ
る
0

そ
の

一
、
紙
年
先
生
論
孟
首
章
講
義

全

冊

一
、
蘭
洲
先
生
剛
正

H
本

書

紀

一
、
歯
洲
先
生
逍
本
康
熙
字
典

廊l

四

冊

蘭
洲
先
生
著
並
手
寓

一
、
勢

語

通

四

冊

仕
練
i
ニ
遺
物
寄
進
の
組

こ
れ
は
僚
徳
党
記
の
一
本
、
頴
字
ご
合
せ
て
、
碩
果
が
大
帖
に
仕
立
て
お
か
れ
た
物
で
あ
る
。

北
口
殻
蘭
花
模
様
、
倦
巾
慮
々
に
園
洲
竹
山
二
先

4
の
甘
北
が
あ
る
。

巾
に
學
間
所
の
開
講
が
十
月
五
日
で
あ
っ
た
事
が
載
つ
て
あ
っ
て
、
そ
れ
を
鮒
字
の
席

K
で
披
露
に
及

一
、
懐
徳
堂

常
蒲
の
大

11
本
史
は
往
柑
二
三
蒲
邦
に
偵
窮
せ
ら
れ
た
る
己
に
て
、
民
間
で
は
容
易
に
閲
覧
す
る
こ
マ
J

が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
竹
山
は
堀
田
出
筋
守
が
二
條
在
番
の
頃
よ

b
知
遇
を
蒙
つ
て
ゐ
た
の

ペ
四



恢
稔
蛍
逍
物
寄
進
の
記

一
、
菊

っ
た
の
で
あ
る
。

疑
肱
戊
に
の
作
大
阪
御
視
征
の
糊
、

章

"[ 山
階
宮
兄
視
王
殿
卜
が
快
徳
・
冗
に
臨
ま
せ
た
ま
ひ
し
時
に
賜
は
つ

子

箱
八
五

入

で
｀
そ
の
紹
介
に
て
某
伏
の
蔵
・
本
を
借
稔
す
る
こ
ご
が
で
き
た
か
ら
、
窮
手
を
一
咋
に
會
し
、
明
和
八

三

宅

IE
誼

川

卜

重

放

鈴

木

文

鱗

松

尾

時

中

輻

田

以

文

阿

部

貞

良

西

原

良

他

中

井

禎

袴

古

林

相

如

足

立

衛

n

十

維

棋

泰

lIl
心

癌

岡

橋

為

光

共
一
一
子
七
人

中

井

杭

徳

谷

川

Jj
至

蓑

島

正

砕
Ill

原

典

隣

廣

的

子

胤

村
上
豊
ギ
早

加

膝

蚊

範

奥

騎

庸

行

豚

奸

平

早

鈴

木

裕

谷

徳

本

川

中

遜

之

小

柳

克

朋

早

野

辮

之

小

林

義

方

竹

島

久

逍

大
江
周
，
打

金

綺

元

永

此
の
巾
校
正
名
は
三
宅
l
E
誼
中
井
禎
善
中
井
禎
徳
加
藤
兼
範
の
四
人
で
あ
る
3

三
冊
の
不
足
は
以
前
何
人
に
か
惜
し
て
返
ら
な
い
の
て
あ
ら
う
。

た
吝
で
あ
る
。
そ
の
嚢
は
白
河
栗
翁
公
の
ん
龍
帳
に
な
っ
て
ゐ
た
古
金
襴
セ
得
た
の
で
3

之
セ
用
ゐ
て
辿

盛辻中祗岡諒

高本村

馬硼有
島信文

城中則咲之附・

の
通
ク
し
あ
る
＼

年
十
一
月
中
旬
か
ら
始
め
て
、

翌
年
二
月

F
旬
に
寮
し
卜
け
だ
の
が
日
在
の
書
で
あ
る
。
そ
の
窺
手
は
左



党
害
庫
に
牧
ま
っ
た
故
西
村
碩
園
先
生
の
蔵
心
を
格
則
中
、

井
狩
雪
湊
(IyJ
罰
賢
ー
季
託
盆
賛
‘
)
の
著
述
に
係
る
論
語

私
は
付
て
池
田
人
物
誌
巾
に
此
の
人
を
収
入
れ
た
為
に
、

多
少
共
の
追
書
捜
訪
に
留
意
し
て
居
る
、
然
る
に
光
般
悛
徳

富
永
仲
甚
の
事
に
就
て
は
、

已
に
斯
界
の
人
の
周
知
す
る
所
で
あ
る
か
ら
、
敢
て
舷
に
賛
言
す
る
れ
を
省
略
す
る
が
、

古

田

銑

J-置Jロ
＂ヨ

永

仲

基

の

論

語

徴

駁

説

以

L
共
四
十
七
粘

た
み
履
軒
筆
迩
の
韻
字
セ
陥
入
し
て
あ
る
。
他
の
硯
匝
は
皆
散
逸
し
て
し
ま
つ
だ
＼

^
、
螺

懐
徳
党
講
党
の
床
間
に
見
数
ご
並
べ
て
骰
か
れ
て
キ
n
っ
た
螺
釧
の
十
二
硯
匝
の
一
に
て
、

川
川^ふ

.tn 

＂貝

一
、
木

快
低
党
所
川
、
蕉
園
遁
字
並
銘
゜

伐
懐
党
遺
物
寄
進
の
氾

司

匝 令

1

ヽ
J

ノ

t
`
 

.
9
 

雄
鎌
石
に
刻
し


